
熊野古道レポート 
 
※ビジネス的な学びはありません。ただの旅⾏記です。 
 
 
1 ⽇⽬ 
 
まず、完全に熊野古道を舐め腐ってました。⾵情のある平坦な昔の道くらいに思
ってたらガチの登⼭でした。 
僕が普通に街を歩くような格好と荷物だったので、すれ違った登⼭⽤品で完全
フル装備したおじさんが⾷らってました。 
 
登り始めたら最後、どこにも⾷料が売ってなかったのが⾟かったです。これも舐
めてて、どこかでご飯売ってるでしょ。と思っていたので⽤意してなかったで
す。その⽇は朝から何も⾷べてなくきつかったんですが、⼭のど⽥舎にすむご夫
婦が好意でチョコレートをくださいました。「こんなものしか⽤意できなくてご
めんね」とむしろ謝られて⼼が痛かったです。 
 
結局この⽇は真っ暗な中、宿場に命からがら到着しました。そして問題発⽣。そ
の場で宿を取ろうと何軒かに電話しても、ことごとく断られてしまいます。和歌
⼭でもコロナが流⾏り始めていたのですが、どうやらその⽇にふらっとくる若
者なんて受け⼊れてくるところなんて無かったようです。しかも⽥舎だから泊
まれるところなんて３、４箇所のみ。 
 
そんな中、真っ暗な中グーグルマップを頼りにアポなしである宿を訪ねたら、宿
のご夫婦が本当に親切で、今は本来誰も泊めてないのに泊めてくださり、しかも
お⾵呂から上がったら有り合わせで卵かけご飯、卵焼き、お味噌汁など美味しそ
うなご飯を⽤意してくださってて本当に助かりました。 
 
チョコと、宿。どちらも無かったらかなりきつかった。 
まじで⾃分が⼈に⽣かされてるんだな、⼈の助けが無いと来れないところだっ
たな。⾃分の⼈⽣と本当に同じだ。 
そんなメッセージがひしひしと伝わりました。 
 
同時に、情報が無いのはあかん。⾒切り発⾞もほどほどに。と反省しました。 
 



他には、今回の道ってぶっちゃけ景⾊が⼤きく変わったりはしないので場所に
よっては⾳楽をかけてたりしました 
それがすごい⼼地よくて。 
都会と、⽥舎。⾃分はどちらかだけでは絶対にダメで、両輪が必要だなと感じた
1 ⽇でした。 
 
ちなみに出発直前に知ったのですが熊野古道は「蘇りの地」と⾔われていて、熊
野に⼊ることで⼀度死んで魂を浄化し、熊野を出ることには再⽣し蘇ると⾔わ
れているそうです。次のステージを求めていた⾃分にはぴったりの道かもなと
思って、「蘇」の字の⼊った⽊札を⾸にかけながら４泊 5 ⽇制覇しました 

 

 
 
2 ⽇⽬ 
 
熊野の⾏程的に、この先を⾏くには⼀気に 20 キロ以上の⼭道を歩かないと宿が
ほぼありません。 
つまり早朝から出発しないとなのですが・・・ 
 
have to の残り物がいくつかあって、それをこなしてたら寝るのが遅くなってし
まいました。疲れもあって朝起きれず。 
元々３泊 4 ⽇くらいでいけるやろ、と思っていたのを４泊 5 ⽇に変更しました。



この⽇は少しでも奥に進みたかったのですが、数少ない宿に電話をしたら、やは
りことごとく断られました。というか全ての宿が取れませんでした。宿のご夫婦
も驚いていたのですが・・・ 
 
結局、失礼にもお願いをして、お優しいお⼆⼈の元でもう⼀泊お邪魔することに
なりました。つまりこの⽇は古道を進みません。 
⽥舎の⼩さな村で、ご夫婦が⽤意してくださったお弁当を⾷べながら、ちょうど
やっていたプロモーションの準備などをしてました。ご夫婦が貸してくださっ
た電動⾃転⾞に乗ってフラフラ観光しながら過ごしてました。 
 
しかも２泊⽬の宿代は要らないと⾔うのです。もう頭が上がりません。どうして
も受け取っていただけなかったので、東京の⾼級⼟産を送りつけたろうと思っ
てます。 
 
⽥舎で作業してる時に、あ、理想の⽣活かなったなと思う瞬間がありました。⾃
分の⾏きたいところに⾏って、ちょっとの時間だけ作業して、100 万単位で利益
が上がる。思わず写真撮りましたが、これが僕の求めていた⾵景なんじゃないか
なと。 
 
⼀つ、want to を消化できたので、唯⼀１km も進めなかったこの⽇も、やはり
必要な⽇だったと思ってます。安⼼して、次の want to に向かえる気がしました。 
 

 
 



3 ⽇⽬ 
 
前⽇少しも進めなかったこともあって、この⽇は早朝から⽇没まで歩かないと
着かないような距離を歩くことになってました。 
距離にすると２７、８km ほどの⼭道で、結果を先に⾔うと 6:30 に宿を出て夜
の 19 時前くらいにその⽇の宿に着いたので、観光含め 12 時間以上は歩きっぱ
なしな⽇でした。 
ただの道じゃなくて急な⼭の階段、滑りやすい⽯畳の下り坂のオンパレード。宿
泊⽤の重たい荷物に、どう⾒ても⼭⽤ではない prada の靴。控えめに⾔って超
しんどいです。こりゃ若いうちじゃないと確実に無理やわ・・・と⾔う⼯程。 
 
この⽇は、僕のこれまでの⼈⽣の中でダントツで、⼀番⾁体的に疲れた⽇でし
た。 
 
初⽇とは違って、本気の全⼒で歩かないと⽇暮れまでに⽬的地に付けないこと
はわかっていたので、早朝に宿を出て歩き始めた時から、距離と体⼒を考えて最
適な速度で進むというマラソン状態でした。考え事をする余裕なんてあまりあ
りません。マラソン中に深い内省ができないみたいに。 
 
でも、この無⼼の状態がもしかしたら昔の⼈も経験した状態で、蘇りの過程なん
じゃないかなと思いました。ここは魂を⼀度殺して、新しく⽣まれ変わる道で
す。本宮に向かうまえにこれまでの罪を全て祓う道でもあります。 
 
どんな上り坂でも下り坂でも、精神を乱すことなく、ただひたすら進む。無我の
状態に近い気がしてました。 
 
 
7 時間ほど休みなく歩いた昼の 14 時前に、⾳無川と⾔う川と熊野古道が合流し
ました。この頃すでに⾜の疲労が半端じゃなくて、⼀⽇中ディズニーランドを歩
き回った後に帰りの電⾞で⽴たされている状態の倍くらいの疲労度と⾔うか。
とにかく無⼼にならざるをえない⾜の疲れ、痛み。 
だから僕は思わず疲れた⾜を川に⼊れたんですが、これがまあ〜〜〜気持ちよ
かったです。 
 
冷たいけど、冷たすぎないと⾔う夏のプールみたいな温度で、疲れた⾜を⼊れた
瞬間ああああああ、ぐああああああ！！ 



 
思わず声が出てました。 
 
気持ちよすぎました。なんつーかイキそうでした。半分イってたんじゃないか
な？ 
 
でもこの瞬間から、「熊野古道歩き終わったら絶対⽔⾵呂⼊る」と⾔う思いを強
くしてました。俺は⽔⾵呂に⼊らないと気が済まん。4 ⽇⽬以降の⾟い時はよく、
⽔⾵呂のことを考えてました。 
 
それにこの川休憩は今回の道の中でも⼀⼆を争うくらい印象に残ってます。 
 
この⽇は歩いてる途中で、「早く⾏くなら⼀⼈で⾏け、遠く⾏くならみんなで⾏
け」と⾔う⾔葉をずっと思い浮かべていました。 
というか歩いているだけで、やっとこの⾔葉を肌感覚で掴めました。 
 
熊野古道を最短で歩くなら確実に⼀⼈がいいけど、怪我しても疲れても喉が渇
いても助けはないというリスクがあります。 
 
(ちなみに熊野古道を全部歩くなんて元々、ほぼ外国⼈しかやらない観光でした。
今はコロナなので、歩いてる⼈は 5 ⽇間で 3 組しか⾒てません) 
 
何より仲間との会話って⼤事。それだけで⼭の中だろうと楽しい宴の席に変わ
るわけです。 
 
遠くへ⾏くならみんなで⾏け。 
僕は⼀⼈旅も好きですが、仲間と頑張るワンピースみたいな、部活みたいな雰囲
気も⼤好きです。 
今のように⼀⼈でやる事業も、チームでやる事業もどちらもやりたい。ここも、
両輪が必要。そう思いました 
 
つくづくこの道は⼈⽣と重なります 
 
 
⾜が棒になりながら、⼣⽅にやっと熊野本宮⼤社に辿り着きました 
 



熊野本宮は今までのどの寺社とも違って、堂々としていて、重みがある。感じら
れるありがたさ、威厳が別格でした。 
キツい道を歩いてきた感慨もあります。 
 
何をお願いするかなんて決めてませんでした。 
でもそのありがたいお姿を⾒た時、参拝の時に⾃分は神様に、⾃然と感謝ばかり
伝えてました。 
 
 
本宮はお賽銭を⼊れて拝むところが 6 箇所あります。 
 
 
ここまで無事歩いて来れたことに 
家族に 
友⼈に 
ビジネスを始めて巡り会えた⼀流の⽅々に 
⽣まれた時代に 
 
それぞれ感謝して、そしてこれから精⼀杯⽣きる⾃分を⾒守ってほしいと伝え
ておりました 
 
 
ディズニーを 2 ⽇間休みなしで歩き倒したみたいな痛む⾜を引きずって、さら
にキツい⼭路を 2 キロ。⽬的地の湯の峰温泉に到着。 
 
 
ここは蘇⽣の湯とされている⽇本最古の温泉地です 
夜に 3 度、翌朝に 1 度温泉⼊ってました 
 
 
熊野本宮では、他の参拝者に対して 
 
(⾞で 1 時間とかで来やがって…あんたたちには本宮様のありがたみがわからん
だろうな) 
 
と、2 泊 3 ⽇かけて歩いてきたマウントを取っていましたが、湯の峰では 



 
(今俺は湯の峰を世界⼀味わっている…⾞でさっさと来ちゃった⼈は可哀想だ
な、この感慨もわからずに) 
 
という気持ちでした。気持ちの良い温泉を楽しみましたが、どの宿にも⽔⾵呂が
無かったのはけっこうなショックでした 
 
 
いつどこで⾒たのかは忘れてしまったが、熊野古道に関する記述を⾒てすこぶ
る納得いったことがありました。 
 
どうやらこの道はあえてきつくなるように作られているらしい。 
熊野本宮に参るまでの道が⾟ければ⾟いほど、ありがたみもあるしご利益があ
るから。 
 
昔の⼈は⾟い道を乗り越えて本宮さまに参ることで、穢れを祓って魂を蘇らせ
た 
 
そんな記述でした。 
 
なるほどね。キツイわけだ。だからあんなにいくつもの峠を超えなきゃいけない
のか。 
 
⾜が死にそうになりながらも、その場にいる誰よりもありがたみを感じながら
参詣することのできた⾃分にとってはとても納得のいく説明でした。 
 
 
基本無⼼で歩いた、無⼼で歩かないと疲労と⻑い道で⼼が折られそうな、そんな
1 ⽇でした 
 



 

 
 
4 ⽇⽬ 
 
朝から世界遺産であるつぼ湯に⼊ってみたが、熱すぎて⼊れない。 
⾜つけた瞬間 あっち！！って耐えられなくなってしまう。多分テレビの熱湯
⾵呂はこの温度だろうなという温度でした。 
 
⼊浴時間は⼀⼈ 30 分と限られてましたが、僕はその 30 分を⽬⼀杯使って徐々



に超熱い温度に体を慣らして、最後は意地で 10 秒だけ肩まで浸かってから出ま
した。 
 
熱かった。でも、さっきまでの⾜の痛みが消えてる・・・ 
⾜だけで⾔えば 10 分くらいは浸かっていたので、多分熱すぎて筋⾁がほぐれた
のかなと思います。 
 
湯の峰温泉には⼩栗判官物語という伝説があって、毒で⾝体中ボロボロになっ
た⼩栗判官がこの温泉で治療したら⾒事回復した話なんですが、まあめっちゃ
実感しました。この温度にもしずっと浸かれるのであれば、なんか⾝体の悪いと
ころとか治ってしまいそう。 
 
湯の峰から熊野古道の次のルートが始まる隣町まで 1 時間半ほど歩いてみまし
たが、この 1 時間半で既に⾜がディズニー状態。 
前⽇のダメージがすぐにぶり返しました。ちなみにこの⽇はルート的には⼀番
短いし平坦だし楽なはずなんですが、宿に辿り着くころにはヘロヘロ。⼈⽣ 1 ⾜
を痛めつけた前⽇の異常さがよくわかりました。 
 
 
本格的な⼭道に⼊る前に昼⾷をとったんですが、⼆つの選択肢があって。 
 
１ 中華料理屋。あまり気分ではない。 
２ コンビニ。時短になるが、休めない。 
 
この⼩さな街に飲⾷店はここだけのようなので、本当に２つのみです。 
 
午前中ゆっくりしすぎたので時短のコンビニを選んだんですが、まさかの定休
⽇でした。コンビニが定休⽇ってどゆ事。しかも毎週何曜⽇休みとかではなく、
25 ⽇は休みますという臨時の張り紙。 
 
それで中華屋に⾏ったのですが、そこのチャーハンがまあめちゃくちゃ美味し
い。本当に美味しい。創業 50 年近い⽼舗なめてた。なんでもここは、熊野古道
歩く⼈がこぞって⼊るお店らしいです（というか全部歩く⼈くらいしかこの⽥
舎町にそもそもこない）。 
つくづく、コンビニをたまたま休みにしてくれた巡り合わせに感謝です。 
 



 
ちなみにこの⽇から、昔の⼈からしたら逆⾛が始まります。熊野古道であること
には変わりませんが、昔の参詣者たちは帰りは川を 
下って⾏きました。 
逆⾛にはなりましたが、変わらず 1000 年の歴史に思いを馳せながら歩いたりし
ました。 
 
 
途中の峠のてっぺんで、悟りを開いたような状態？になりました。 
美味しいもの⾷べたい、飲み物飲みたい、疲れた、⾟い 
 
という感情とか欲が⼀切なくなったのが不思議でした。無欲の状態。満たされた
状態で、⾵の⾳だけが聞こえてました。 
 
30 秒もせずに蜂の⽻⾳で⽬が覚めて、通常の感覚に戻りましたが。 
 
 
ほどなくして熊野古道の中でも屈指の絶景ポイント百間ぐらに到着。 
 
やっぱり素晴らしい景⾊でした。⼼が動きます。 
⾃分が旅に求めているのはこういう景⾊で、それは往往にして都会には無いも
の。僕は⼀⼈旅をする時は⽥舎に⾏きがちですが、⾮⽇常を味わいたい。普段⾒
れない景⾊をみてみたい。という⾃分の中の欲求がより明確になりました。 
都会では⼼を動かされることが少ないんだよなぁ。 
 
 
そんな⽥舎好き精神と反するようですが、この⽇は重要な気づきも得られまし
た。 
 
もう⾜が疲れて疲れて⼤変で、でも⽇没までに歩かなきゃいけないので疲れを
忘れるために youtube の動画でも流そうとしました。 
⾃分の次の課題として彼⼥を作るというものがあるので、わんらびさんの動画
でも流そうと思っていくつか聞いたんですが・・・ 
 
勉強にはなるものの、やっぱり⾜は⾟いし、⾜⾟い中で頭動かすのって思ったよ
りしんどいし、あまり楽にはならなかったです。 



 
それで好きな⾳楽をかけました。ビジネスを始める前はずっと⾳楽を聞いて過
ごしてました。それ。のめり込む感覚。 
⾳楽を楽しみ始めた瞬間、嘘のように⾜の痛みを忘れることができたんです。 
 
馴染みのある曲を味わう時も、聞いたことのない曲を初めて聞いてみた時も、そ
の曲がめちゃ良くて、当たりの曲⾒つけたーと喜んでリピートしてる時も、不思
議と疲れを忘れられました。 
 
ああ・・・やっぱり⾃分は⾳楽が好きなんだなぁ。腹の底が⾔ってるってこうい
うことだなぁ。 
近い将来、⾳楽、エンタメに関わることが明確になったし、そのための勉強もし
ないとな。という気持ちが湧きました。熊野古道歩いているだけなのに。極限状
態にならないと気づきにくい事かもしれません。 
 
絶景と⾳楽は、僕の⼈⽣になくてはならないものです。 
 
 
宿に着く直前、和歌⼭の⼀級河川熊野川を⾒つけて、もう前⽇の快感が忘れがた
くて、ルートを外れて⽇暮れの川に⼊りました。 
あああああああああ やっぱり声が出ます。 
疲れて乳酸溜まりまくった⾜を冷たい川に⼊れる。これ以上の快感ってなかな
かないです 
 
 
⼀番楽な道のりにも関わらず、ふらふらになって宿に到着。飯が豪華でした。 
 
でも。期待していた⽔⾵呂はなかったし、⼤浴場はぬるくてしゃあない。 
明⽇はまたきつくて⻑い⼭道です。それに、明後⽇の 12 時には六本⽊でランチ
の予定が⼊っているので熊野古道制覇した後も忙しいです。 
 
⾵呂で疲れを取れず、不安になりながら眠りにつきました。 
 
 
PS 
後⽇談ですが、この⽇⼭の中で⾒つけた「当たりの曲」は、昨⽇⾏ってたアイド



ルフェスで最前列で⽣で本⼈歌唱を聞くことができました。巡り合わせに感謝。
アイドル可愛すぎるよちくしょう。 
 

 
 
5 ⽇⽬ 
 
5 時過ぎに起きて have to の仕事をこなして、7 時過ぎに宿を出ました。びっく
りするくらい⾜が回復してました。 
ご飯で体⼒を回復できたのかもしれません。 
 
最終⽇のルートは熊野古道の中でももっとも険しい道とされてます。 
急な階段が何度も何度も現れて登⼭者の⼼を折にくるわけですが、無⼼になっ
てる⾃分は動じずに登りました。何より前⽇よりキツくないことに驚きました。 
 
多分⼈⽣も、道の険しさよりも⾃分のメンタルとかフィジカルのコンディショ
ンの⽅が⼤事ということなんでしょう。 



 
この⽇は道⾃体には特に⾒所がありませんでした。それもあって、ひたすら労⼒
を温存しながら無⼼で進む時間が⻑かったです 
。⼭道も 5 ⽇⽬ともなると⽞⼈で、⾜に負担がかかる⻑い⽯畳の階段が現れて
も精神を揺らがせないし、蜘蛛の巣が顔に引っかかろうとあーくそ何⼗回⽬や
ねん、って感じて終わりだし、なんなら⾜元だけでなく上にも注意が⾏ってい
て、⽑⾍をギリギリでかわした時は反射神経の良さに⾃分で引きました 
 
最⼩の労⼒で済ませていたつもりですが、とはいえ 7 時間以上の⼭道で、流⽯
に後半はかなり痛みと疲れがきました。 
⽂字にするとサラッと通り過ぎてしまうのが残念ですが、それはもうかなりの
疲労です。 
 
そしてついに。４泊 5 ⽇歩いた道の、最後の階段の終わりが⾒えました。ゴール
地点の那智⼭⻘岸渡寺に到着です。 
⽂字通り⼀歩⼀歩踏みしめて、万感の思い出ゴールしました。午後 14 時半。熊
野古道の終わりです。 
 
那智⼤社と⻘岸渡寺では、無事に熊野古道を歩かせていただいたことに感謝し
ました。 
僕がくる前１週間以上ずーっと⾬が降っていた和歌⼭の南部ですが、僕が道を
歩いている時は、ついに⼀度も本格的に降ることはなかったです。どこかで⾬降
ってたらかなりしんどかったと思います。最悪歩くのを断念していたかも。本当
にいい経験になりました。 
 
ただ、道は終わっても僕の旅は終わってません。熊野三社⼀寺のもう⼀つ、新宮
市の熊野速⽟神社に参詣しないと熊野詣では終わらないし、何より次の⽇の 12
時までには六本⽊に帰らねば。 
 
速⽟まではバスを乗り継いで参って、なんとかクリアしました。17 時過ぎのこ
とです。 
滝尻から歩いて、途中の王⼦に何度も何度も参った、熊野詣でが終わったことに
感慨深くなってました。 
 
が、今⽇泊まる場所は決めてません。新宮市で泊まったら始発から出発しても六
本⽊には間に合わないので、動かなければ。結局三重県の津市に宿を取ることに



しました。 
 
もちろん、⾃分へのご褒美でもある、温泉露天⾵呂サウナ⽔⾵呂完備の駅近ホテ
ルです。 
 
新宮市からは電⾞で 3 時間くらいなので、18 時くらいに移動開始すればいいと
思ってました。和歌⼭の郷⼟料理でめちゃめちゃ美味しいめはり寿司というの
があるんですが、その元祖？総本店？があったのでそこで⾆⿎。うまい。 
 
熊野古道も終わって良い宿も取れて飯も美味くて良い⼼地でしたが、⼀転して
地獄に落ちます。 
 
津市までいく電⾞が 17 時台で終わりだったのです。早すぎるでしょ。 
 
はいピンチ。これはピンチ。どこかに移動しないと明⽇の昼に間に合わない。仕
⽅なく夜⾏バスを考えたのですが、当⽇の予約は不可能、夜⾏バスの出発駅の受
付も 17 時でしまってました。 
 
 
結局⾒つけた突破⼝は、和歌⼭市に戻って、次の⽇早朝から新⼤阪まで移動→そ
こから新幹線のパターン。 
僕は岐⾩→滋賀→⼤阪→和歌⼭市→紀伊由良市→紀伊⽥辺市→くまのこ歩きと
旅してきましたが、そのきた道をそのまんま戻るというルートです。 
 
４泊 5 ⽇かけて歩いた道の出発点まで、電⾞で 2 時間で⼀気に戻るのはなんだ
か滑稽でした。当⽇キャンセルはできないので、僕は津市の温泉ホテルを無駄に
しました。 
 
でも意地です、最後の意地です。和歌⼭市では⼤浴場があるホテルにしました。
⽔⾵呂ありました。 
 
⽇にちが変わる頃にチェックインして、⾵呂で⾃分をねぎらいました。最後の最
後にやっと⼊れた⽔⾵呂。気持ちよすぎる。気持ちよすぎるよ。この時間⼈いな
いから貸切だし。僕は⽔⾵呂に浸かったまま寝てしまってました。最⾼でした。 
 
やっと、僕の熊野古道が幕を閉じました。 



 
 
何の前情報もなしに思いつきで押しかけた熊野古道だったので、舐めた格好と
靴、装備で４泊５⽇歩くことになりました。本当に体⼒のある今しかできない経
験だったでしょう。でも確かに、この道歩く時間体⼒気⼒がある⽇本⼈はなかな
かいません。⼀つ⾃分の誇りになりました。 
 
そして⽇本の 1000 年の歴史が息づく世界遺産の道なのに、ここは外国⼈ばかり
が歩いているそうです。⼀⼈の⽇本⼈として語れることが増えてよかったです。 
 
何の情報もインプットできない期間かに思えましたが、気づきの多い 5 ⽇間で
した。六本⽊のランチには無事間に合いました。 
 
 

 


